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　学習瞳害（L　Plや注意欠鰭／多動牲難害（A至難｛D／は，教奮や医療の現場で淺欝されている。筆

者は，これらの瞳害をもつ子どもたちと直接幾わる機会を得るなかで，披らの多くが，ほめられても

きょとんとしたりもじもじした鞍することに気養いた。本i論文では，L亙〉やA更）葺Dの子どもたちと

「ほめる」ことに焦点を当てた縫わ辱をもつなかで，ヂほめる」ということのあ辱方や自尊の羅綾につ

いて考察した。その結果，①破らの学業における不安を軽減し，よむ高い霧標へ肉かおうとする心を育

むには，霞己達成感を感じる体験を重ねることが重要であること，（獺鷲的な縫わ琴を持つことは，自

負心に鱒きかけるのに有勤であること，③ヂほめる」ことは，ほめられる考にとって勅力感の体験とな

り，この体験は震頼鍵係の上に成暮立つこと，④縁めることを含めた纏者評懸だけでなく，本人が欝己

評慰することを緩み合わせることで，懸下した自己評懸を効果的に引き上げることができること等が競

らかになった。

　〔キーワード）ほめる　学習障害　漣意欠醗／多動牲璋害　霞尊心　達成感と魏力感

i．はじめに

　学習瞳害（L三男や注意欠鰭／多動牲瞳害（AD薮

更）〉は，学校教育や心礫臨鎌的な鷺わりの場において

注目を集め，その特徴や馨繕について広く知られてき

ている。わが国におけるLD鷺教蒼の現状のなかで，

L更）箆が学んでいる場1こは，通常学綴，特殊学級，教

育覇究漸（教育センター〉，義による教育活動がある。

筆者は，L　DやAD簸Dの子どもをもつ鶏によって設

けられた｛露驚学習指妻蒙の場で，　こうした子ども達と麗

わる機会を得た。そこで鐵会った子ども達は，素晴ら

しい遊びの才能を発揮する一方で，友達霧士でけんか

した鯵甥を壊したむして．様々なトラブルを莚こして

いた。また，そのなかの数人と籔甥麟に継続して麗

わってきたのだが，r僕なんか」「どうせ」などの言葉

が多いことや意欲が低いこと，ほめられてもきょとん

とした鞍，もじもじした諺することが多いことに気づ

いた。

　P蟹振et（2騰／は，L更）やA至葺｛Dの子ども達が

掬える難題には，その症状の趣に，反抗的で攻撃的な

行i勤の縫題や，不安や揮うつといった情緒の問題もあ

るという。筆者炉関わった子ども達は，まさにこうし

た開題を掬えていたといえるのではないか。なかでも，

不安や揮うつの漂灘の大きな一つになっていると患わ

れる自1導心の低さの現れ．ではないかと思うようになっ

た。彼らは，度重なる失敗や鐘鋳の体験によって，意

欲を失った勢，絶望した辱，苛立ちや怒弩を感じた辱

し，その磨蓉心はすつか弩傷ついてしまったと予離す

るのである。

　子どもの欝己概念のあむ方によって学業達成が矯定

されると瞬時に，学業の難待とその達成によって欝己

凝念が形成されると遠藤（欝921が指摘するように，

学童鰯華こおける学習と甕尊1’毒との闘には深い麗達書禽あ

る。白蓮感構の形成・変容をもたらす学習方法につい

て，遠藤ら（欝921は，指導者が子どもの学業成績に

かかわらず綾らの現実のあ弩方を認め，受け入れ，信

籟することが一つの基本姿勢だとしている。筆者は，

こうしたありのままを認める姿勢を基本においたギほ

めるまことに注目した。本覇究では，rほめる」という

ことのあ諺方を考察するとともに・ヂほめる涯ことを通

したL至），ADRD蛇の自尊の懸復について，事騨を

もとに考察していきたい。

獲．研究の対象と方法

凄、覆究薄象

A．しか親の会解主健する纒溺捲導窒の舞要

　筆者が麗わった燧鶏学習指導室は，編高察K毒し　P

蔑の会が主纏するトレーニングルームである。トレー

ニングルームには，L　P，AD｝｛Dの子ども達が参撫

してお琴，子どもたちが生きていくために必要な学力

を身に付けること，紳縫づくむ，謎会性の育成を目的

に活動している。活動は，私立幼稚園の…教室を欝警

て行われ，主に懸灘的に学習やゲームをした弩，グ
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ループでゲームや運銚をした軽している。

　基本麟にはiコース珪名で溝成され，懸磯振導はi

人鎗分ずつ讃i2G分行う。学習にあたっては，医療翼

孫者1が子ども一声、…人の鰹霧教育プ欝グラム（至£P／

を作威し，指導者はそれに基づいて教育することを原

則としている。X隼度は，X隼9月からX÷i隼3月
まで，毎遷月曜罎6：0§～i8：GOのコース，第2・尋水

曜琶i恐：魯奪～i8：0暮のコース，第2・逢土曜嚢欝：§§～

圭2：§馨の3つのコースを雛殺した。活動は，主に縫霧

学習捲導を行った。揺導者は，筆者（鈴木／を含む教

育臨床学専攻の大学院生3名で，参撫者は小学1隼か

ら6隼までの子ど麟2名である。筆者は，第2・嵯土

曜嚢のコースを握当し，3名を対象にそれぞれ鉛分ず

つ学習指導を中心に行った。

　X＋i隼度は，X÷i隼5月からX＋i隼鴛月の第
2・逢土曜弩（§：30～ii：3彰に麗設している。指導

者は教育学専攻の大学院を修了したi名と大学院生2

名，福緩学部の大学生玉名で．参癩者は就学蕩から小

学6年までの爵7名である。靉靆学習指導の飽に，王

グループを子ども3～窪名と捲導者2名で編成して

ゲームや体操を行うグループセッシ瀞ンの暗闘を設け

た。連人の捲導者でローテーションを縛んで活動に取

鞍緩み，参癩者はそれぞれの暗闘を緩み合わせて参撫

している。

B、離家
　本羅究の対象は，筆者が握当した子どものなかでも，

L参，A董）登｛）を臠せもつ子どもで，自尊心の抵さが

彼らの行動に樗らかの影響を及ぼしていると患われた

W男と腿男の2名である。

2．凝究方法

　玉露Pの作絞のためにX隼7月から8月にかけて心

理険査を実施した（病錠ですでに実施し，有勤な検査

があった場合はそれを繙いた〉。また，各隼度の檎響

衰3　実施海容の経遜（X隼度／

期　　闘 実　施　内　容

X年7～8月 K－ABC検査（W男婦象！
§月 幾子藏接，｛翻彗学習

i明～x年2月 餐驚学習

3月 懇篤学習，親子面接　　　　　、

表4　実施内容の経過（X＋i年度〉

期　　賜 実　施　内　容

x垂i年蓬月 義子面接

5月 親子面接，癒瀦学習

6月～登用 騒驚学習

i2月
纒携学習，心遷験査（w男・
w簾捻象｝　傑…董岩燕讐M男対象ナ，保護者面接

2奪碁2－6

セッションでは親子面接を実施するとともに，必要に

応じて保護者癒接行った。さらに懸幾学習揚導後の変

化を灘寇するために，X＋i年i2月に心遅緩査を実施

した。W勇はX隼7月からX十i年i2月に至るまで，

M男は，X÷i隼導月からX牽i隼鴛月に至るまで鰹

騎的に記録を取った。活繋内容は表3，表珪のとおり

である。

　なお，懇篤学習詣導の羨後に実施した心馨験登は，

知能検査としてはW至SC一選，工TPA，K－AB
C，グッドイナフ人物醤無能検査，性格縷査としては

S－M社会生活能力検査，費Fスタディ，バウムテス

トである。

璽．事例提示

嘩．劣等感の強い事擁》》男

A．事鰐の機妻

琴／クライエントニ小学校2隼　男　7歳

21診籔：L　P，A　P琶P

3）家族権成：父，舞，糠，嫁，W男

4〉生育歴：壌生時は正常分嫡（安産1で，3大岡胞の

末子として2，9総奮で誕生する。轡男の言葉の発達は

少し遅かったが，いずれの穣診でも特に問題は指摘さ

れなかった。2～3歳頃には，お気に入鞍の人形の名

麟を十数人覚えられたが，自分の意志を伝える雲譲表

現が乏しかった。

51問題歴：小学校入学後，授業中に露を離れる，自

分の要求が通らないとパニックを趨こす，友達や家族

に墨書を醜いた辱暴力を振ったむするなどの問題行動

が多々見られるようになる。ヂ撲はどうせ燐みそがな

いから擁もできない珪という言葉を発したことがあっ

た。学習面では，算数の応灘霧題や国語の読み書き，

運動や工蕪が苦手で徐々に遅れを取るようになって

いった。W男が学校でトラブルを起こすことで家庭に

頻繁に連絡がくるようになむ，それ獄羨から懲律神経

失調症だった愚親は一時購うつ状態になった。母親を

心醒した知人の勧めでX隼7月から糖禅科を受診する

ようにな琴，LD，AD登亙〉と診齪された。

6〉主な検査の結果と潮見

　王鷺Pを舞成するために実施した穣査，または，す

でに病院で実施した検査のなかで有効と思われ』炸戚

に難いられた検査のなかから，主な検査の結果を下に

まとめる。なお，各稜査結果の藤見は．③が筆者によ

るものであ諺，①，②，④は病錠の検査握当者による

ものである。

　①W至S　C一璽は全検査（F至Q／83，書語性（V

IQ〉72，動｛乍性（P王Q〉99とV王QとP｛Qの差

が著しかった。②工τPAは善語性奪齢（PLA）5

歳3ヶ月．言語牲学習指数（P　L　Q〉63，⑤K－A　B

Cの結果は，継次甦麗覆土8，瞬時麩還懸±7，認知
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縫瑳遜程簿±6，習得度騒士5で，二つの検査からは，

聴覚一運動暴鋒よ警も視覚一運動縁鋒を稀絹した概念

形成が鶴果麟と思われた。④P－Fスタディからは歩

不満に打ちのめされて自己を主張できないことや，瞬

題解決において威む行き任せにすることが多いため，

うまく解決に進まないと欲求不満が欝積しゃすくなる

ことが予灘された。

B．事例の経邊

1｝筆春耕てんてこ舞いの時鞘（＃i～＃3〉X隼9

　　月～i幌

　学習・行動におけるそれぞれの援跡§標は，学習嚢

では，W男の習得度を確かめるために，学習プリント

の課題に取彗緩ませることと，学習する意欲を高める

ために，W舅が得意な課題や興味が惹かれる課題に取

む緩ませることである。行動面では，鉛分闘落籍して

いることを欝指して，飽きないように複数の課題を緩

み合わせた。補麟には，母親と本人，筆者の3入で親

子面接を行ったが，W男は緊張のせいもあってか，酋

をかしげた警，短く答えるばか鞍だった。「わかんね

え拝さあ3という答え方からは，ぶっきらぼうな印象

と言葉遣いにやや鼠暴さを感じた。筆者が母鶏と話を

するうちに，W男は体を嚢かした弩，きょろきょろし

た毒して落ち惹きのない様子を見せ始めたが．筆者は

W男が養癒しているだけでも充分に患い，特に醤も言

わなかった。＃壌からは懸鷲学習を行い，主な活動内

容は迷霧，算数プ峯ヌント，パズルなどである。

　W男は，算1数プリントに取誇緩むのを鎌が吟，少し

暗闘がたつとそわそわし始め，途中で投げ饑して部屋

の中を歩き懸った。筆者はW男の行動にとまどいなが

ら，課題に取零緩むように注意した暮，霧舅が喜びそ

うな飽の課題に切鋒替えた善した。そうして擁とか課

題に取琴纏ませようと努力したが，W男の気まぐれ．に

振り懇されているように感じた。また，W男のやる気

を瞬き鐡そうと焦った筆者は，W男が一問答えを書き

込むごとに駁癒して，蒋に正解するとくそうそう，当

たってる〉〈すごいね〉と声を掛け，たくさんほめよう

としたが，W男の反籍はなく，「あっそ」という言葉が

返ってくることもあった。

21関係づく季ナの蒔㌶（＃尋～＃5／X隼蔓鴛～鴛月

　学習面の援跡目標は，学習への意欲を高めるために

楽しみながらできる課題に取零緩ませること，達成感

を陳わわせるためにW舅の学習のレベルに合った課題

に取む緩ませることである。行動懸の醤標は，鱗磯学

習の鎗分暁薬屋から飛び鐵さないように，羅始と終了

のあいさつを徹底し，けじめをつけさせることにした。

　鰹驚学習の主な活動内容は，書字練習プリント，絵

本，切篭絵工作，将棋などである。

　＃4では，気持ちを甥む替えられず，筆者が誹面し

ていた課題に取零緩まないでいるW男に窃む絵工鐸を

見せると，喜んで作った。ぎごちない手つきではさみ

やの弩を一駈懸命に｛吏って葎ぎとか完威させることがで

きた。しかし，W男の喜びは患ったよむも小さかった

ので，筆者がその作品を勢いよく動かして喜んで箆せ

た。するとW男の表構が明るくなむ，自分でも作贔を

手に取ると筆者と講じように動かして見せ，とても嬉

しそうに遊んだ。

　葬5では，W鍔が持参した将棋をやりたいと結った

ので，課題をつや警終えたら5分縫将棋をする暗闘

をプレゼントするということにした。W男はとても嬉

しそうに彊弩切む，筆者を気遣って験を壷べてくれよ

うとした吟，先に騎を進めるように譲ってくれた脅す

る優しい一霞1を見せた。あっという闘に筆者を負かし

たW男に心から感心すると，W男は満足げで誇らしそ

うな表構を浮かべた。

31交渉の時難（＃6～奪i2／X÷i年i～X十i年

　　6月

　学習嚢の援跡9標は羨醤瞬様で，行動面の§標は，

気持ちを切離替えて学習に取影）纏む姿勢を育てるため，

！つ馨の課題の内容を定着させることにした。靉靆学

習の主な活動内容は，書字練習プ琴ント，文章聾鞍，

たし算すごろくなどである。

　W男がやるべき課題の量や時賜について，また，文

章難論やたし算すごろくのような二人で取穆緩む課題

について．W舅は不綴や意見を言うようになった。そ

こで，お互いの意見を懲し合い，譲歩したり譲歩する

ように求めた善しながら交渉する要鎖で議し合うよう

にした。W男の意見のよいところがあれば〈魑強を楽

しみながらできていいね〉などできるだけほめると，

W男ははにかんだ表構を見せて嬉しそうにした。する

と，W男の霞講に感じていた横麟さや強雅な感じが

徐々になくなっていき，ますます積極麟に発言するよ

うになっていった。その蓉の気分や課題の違雛でW男

の学習への取琴線みの姿勢に多少の違いはあったが，

学習に対する意欲や義務感が徐々にできていたよう

だった。

　課題への取む緩みについて，〈工夫して作ったね〉

〈最後までよくがんばったね〉とほめると，W勇はは

にかみながら，時にはにこやかな表構を浮かべて嬉し

そうにした。X年度の最終睡（＃射と次年度の鱗懸

〔＃1劔では義子面接を行った。母親は，W男の学校

での様子について，魑強にまったく手を欝けなかった

りすぐに投げ鐵したむすることが織ったこと，学校で

の友達とのトラブルは縫えないが，トレーニングルー

ムに参撫している飽の子ども達と仲良く遊ぶことがで

きるようになったことを喜んでいた。また，握任教騨

が代わ琴，発達縫害に遅解がある，W舅のことを受け

出めてくれる先生になったと嬉しそうに語った。

4〉W男ががんばる時鰯　（＃！3～＃岐8／X＋工年7月

　　～ii月

　学習癖の援勤醤糠は，W男の学習への意欲や懲揺の
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高まりをもとに苦手な課題や新たな課題に取箸緩ませ

ることである。行i麺｛褻では，具体的な目標をW男に示

すことで，問題の効果的な改善を§指すことである。

瞬灘学習の主な活動内容は，書字練習プげント，ジェ

ンガ，掛け算九九カルタ，漢字カードなどである。

　＃錘からは，W男に，①筆者が話をしているときは

よく露くこと，②物を大切に縫うこと，③課題を最後

までやむ遂げること，以上3つの蓉標を設定し，課題

終了後にはW男と筆者がそれぞれ評慰することを取吟

決めた。§標が書雛てあ諺，スタンプで評慰する糠炉

あるカードを舞辱，そのカードは毎遜桃の上に麗いた。

スタンプを押す数で評難し，3つはゼとてもよくでき

た涯，2つは郵ふつうま，iつは野あま鯵よくできなかっ

た葺である。

　W男と筆者とでは押したスタンプの数か違ったこと

が飼痩かあったが，いずれも轡男の方が少なく，W男

が満点を｛寸けたときに筆者も満点を懸けるとほっとし

た表構を見せた。筆者の方が多かった場合には表構に

はあま辱鐵ないがとても嬉しそうにし，後になるにつ

れて数が多い場合でも自鑑をもってスタンプを押すよ

うになった。

　＃i3，＃誕では，真鋼な顔つきでジェンガの積み方

を工夫した弩，ブ霞ックを簿蟹も鎌に落としながらも

根気強く後片付けをした脅する姿が晃られた。筆者は，

〈そう積むと嵌れにくいかもしれないね〉〈そういう

積み方もあったんだね〉〈最後まで投げ畠さないで片

付けできたね〉とたくさんほめると，W男は，「ああ…ゴ

とぶっきらぼうな返事をしながらも黙れくさそうにし

た。

　また，＃貿，＃欝では，W男が§分にとっては難し

い問題に跳戦する姿を，漢字カードを養った学習のな

かで見ること炉できた。最も簡単なカードに書かれて

いる漢字がすべて読めたところで，筆者は〈たくさん

あるのを全部わかったなんて，すごいね〉とほめた。

すると，W男には珍しく「おう。当たを）離だ。盛と窪信

たっぷ弩の返事が返ってきて，次のレベルのカードも

　ギやってみるか」と蔚海きに取零緩んだ。

51心理験査の再検査結果

　X＋工隼鴛月～翌隼i月に実施した主な心運検査と

その結果は，次の遠軽である。

　①　K－A　B　C発達検査（実施彗X÷i隼i2肩・i

　　　月〉：継次鑓遅86土9，瞬時麺理87土7，認知麺

　　　理違程8§±6，　習4辱度86：重！5

　②S一醜社会生活能力櫨査（実施麩X＋2隼i
　　　月／：縫会生活指数（SQ〉82，続会生活隼齢

　　　　（SA〉7歳5ケ月

2．好き鎌いの激しい事例麟男

A．事舞の概要

雫）クライエント：小学校3年　男　8歳

2〉診懸：L至），AD登D

2磐毅一6

3）家簾構成：父，母，鋳，厳男

41生育歴：M勇の姓媛・綴産に特に大きな翼題はな

かったが，量産蒔の灘男の体重は婆．㈱墓，身長は55C

穣あ翰，巨大彊と診藪される。始歩は，　i歳3～婆ケ

月とやや遅く，会話らしきものが灘聡したのも2歳に

なってからである。幼少難は，よく轟く，飽の子と遊

ばない，ときどき鼠暴な振る舞いをするなど，気にな

る行動炉少し見られた。

51開題歴：壕親は，羅男か5～6歳頃に，瞬じ幼稚

懸に通う霞闘症の子どもとM男が｛以ていると感じるよ

うになり，ノ卦学校．入学藩に精神科を受診したところ，

L　P，AO登Dと診灘される。小学校入学後．授業申

に教室を抜け鐵す，あたむかまわず大きな声や蒼声を

発する，友達に暴言を畦くなどの霧題行動が見られる

ようになったが，2隼覆からこれらの開題は減って

いった。学習嚢では，多餐筆を上手に持つこと薄書できな

いために，鋳巣な計1算や言葉以タ験ま書くことを捲否し

ていた。体を勧かすことは好きだがルールを守ること

ができず，球投などでトラブルを起こすこともあった。

6）主な検蓋の結果と駈見

　①W玉S　C一石は，全検査（F亙Q）i鱒，言語盤

（V至Q）蟹｝，動｛乍性（P工Q〉i鼓）とV工QとP亙Q

の差が著しく，鴛識量・語彙量の乏しさかうかがわれ

た。②至TPAは，言語牲隼齢PLA6議2ケ月，言

語牲学習指数（PLQ／77，③K－A魯Cは，継次越

還88±9，瞬時鑓嚢92±8，謙艇理過程89±7，習

得度77±5だった。すべての験査から視覚一連勧懲驚

が擾種であ琴ことがわかった。④費一Fスタディでは，

欲求不満場覆における自己主張の持続性に欠けること

や，農責の念に乏しいこと，問題解決を地者経せにす

ることが多いことなどがうかがわれた。なお，各縷査

結果の所見は，③が筆者によるものであ辱，①，②，

④は病醗の穣査撞当者によるものである。病院で舞成

した玉璽Pに関しては，保護者の講意を得たので資料

として掲載する。

B．事擁の経過
嘩）筆者疑麟男をコント縫一ルしょうとしていた時魏

　　（鞍i～＃噂〉x隼5月～7月
　学習藏の援勤欝標は，M男の学習に対する意欲を生

かし，苦手な課題に取弩緩むことと，得意な課題に取

毎緩ませることで，達絞感を味わわせることである・

行動癖では，反省する時間を設けることでM舅が霞分

を振弩返ることを促すことである。

　＃iは幾子面接を鴛い，母幾と厳舅，筆者の3人で

譲をした。M勇は，やや色黒で太馨の体型をしてお琴，

健康的な郵象を受ける。簡単な質霧には露塵に元気よ

く答えてくれる炉，答えに詰まると首をかしげてすぐ

に答えるのをあきらめてしまうことが気になった。蔦

分程過ぎると，蟹男が突然に霧を立って薬屋の鶴にあ
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るピアノを弾き嬉めたため，経義と筆者とで席に戻る

ように注意するが，気に掛ける様子は全くなかった。

母義は，擁男が家ではほとんど勉強しないでゲームば

か垂）していることや，母義の言うことを聞かないこと

に毯っていると議した。

　＃2からは憾欝学習を行った。主な活動内容は，掛

け算九九カルタ，かけ算九九プリント，ジェンガ，お

絵かきなどである。

　＃2から＃唾では，醜男かかけ算が得意なのでゲー

ム感覚でできるかけ算九九の課題にした。酸男は鉛筆

をもつのが蟻でめったに鉛筆を持たないと薦いていた

が，筆巻との学習は始めて霧もなかったせいか素窪に

書いてくれた。しかし，定幾を穫って線を引く場面で

は筆巻が鋳度か指示してもフリーハンドで引き，指示

に従う気持ちがな塾らしかった。後になって，凝男は

定規；が使えないことがわかった。

　馨るくて積極麟なM男は，部屋の串にあったブ獄ッ

クを使って遊びたいと麓男が言いだすことがあった。

筆者は，謙蚕通導に学習を進めたいと患いM男にその

ことを告げると，素直に残隣球達と承諾してくれた

が，本当はブ凝ックで遊びたい気持ちを養鰻していた

ようだった。

　筆者は，かけ算九九カルタで凝男がカードを取った

ときや定趨を使って直線を引く練習をしたときなど，

たくさんほめることを心掛けたが，厳男は上の空だっ

た辱すぐに漉意炉それてしまった脅することが多かっ

た。

2／継男拶筆者を嚢ント嚢一ルしょうとして雛た時難

　　　（＃5～鞍9〉x年7月～欝月

　援跡馨標は，学習では，凝男爵濠多きな課題畢こ取む緩

ませたり，課題を選択させた聾することで学習への意

欲と積極性を取り戻すことである。行i勤懸では，M男

の具棒的な§標を決め，スタンプで反省させることに

よって振鯵返誇を綻すことである。

　＃5では，雇男は課題を終えると突然ヂ輪投げやろ

う婆と君って鷹を立ち，輪投げの準騰をし始めた。露

に戻るように言い闘かせてもM男があきらめる様子は

なかったので，仕方なく一緒に輪投げをしたところ，

M男は体を勧かすのをとてもうれしそうにして，紳び

檸びしていた。筆者は，元気で活発な睡男の姿を久し

ぶ琴に見たように思い，これまでM男がやむたいこと

を全くしてこなかったことに気づいた。＃6からは，

筆者の捲示を受け付酵まいとするM舅の気持ちがさら

にその態度からうかがえるようになった。あるときは

藻渥に入ってくるとすぐにゼ輪投げやろうよ嘘と需い

鐵し，またあるときは，嬉ま警のあいさつを済ませる

と「今嚢は婦やるの？」と不安げな顔で聞いてきた。筆

者は，厳男の希望を闘いてから活動内容を決めた辱，

課題を誠男に選択させた聾した。

　M男は嚢分の行動をあま辱振穆遜らないことが靉靆

だったので，W舅講様，醜男もスタンプを使った反省

を＃7から実旛することにした。ただし，M努は繊纏

なところ；があったので．スタンプによる筆者の評簸は

行わないことにした．目標は，①二人で決めたルール

を守ることと，②筆者が謡をしているときは，麹のこ

とをやめて筆者を見ることの二つである。M男炉つけ

るスタンプの数は3つか2つが多く，筆者炉思うよ琴

も多いことが緯度かあった炉，ある時に〈輪投げの

ルールを議していたときに，私に注意されたでしょ

う〉というと，ゼそうだ。誌，灘かなかった」と書って

いた。スタンプによる評懸の飽に，口頭でその麩の反

書意を挙げさせ，改善できることがある場合は方法を

二人で考えることにした。〈今馨を振弩返って，よ

かったところや悪かったところがあったら教えて〉と

いうと，考える素振むもなく「特にない。楽しかっ

た。藤という単なる感想が返ってきて，瑛害することは

難しかった。

31睡男の妻兆戦の時難（＃鐙～＃i2〉X年欝月～i2鍔

　学習懸の獲麟欝標は，引き続き厳男の積極性を取弩

戻すことである。背動灘では，反省をする課に，撮む

返鯵を促す欝葉を筆者が酸男に；かけることで，醜男が

露分を振弩返る手動けとすることである。＃1欝では漢

字カードを使った学習を行ったが，難易度が3段繕に

分オ》れ．たカードのなオ、でM男妾こ好きな鶏題を選んでも

らうと，醜男はi番難しい開題を選んだ。禽塁でiラ

ンク難しい問題の轟題の仕方でやってみることを提案

したときには，露繧がないのか渋る表構をちら辱と見

せるがギやってみるか涯とやる気を見せた。

　筆者は，M男にとって難しそうな弱題を鐡す場合1こ

はくこれは難しいぞ〉〈わかるかな〉等その簾度声を掛

けた。すると，M男はクイズに答えるように楽しそう

に答え，蕉解するとは雛とガッツポーズをしてみ

せた。

　振諺返鞍の最善羅聾こは，「今露は漢字カードと輪投垂デ

をやったな。達と自分から善うことがあった。また，

〈今騒は違うや吟方で漢字カードやったよね〉という

と，「ちゃんと先生の話弱いてたでしょう？猛と振舞返

ることができた。スタンプによるポイントは，2つか

3つが多かったが，その評懸は筆者から見ても妥当だ

と懇、えるものだった。

4／心蓬検査の再検査諾果

　X＋i隼㌶月～翌年i月に実施した主な心遷検査と

その結果は次の逓琴である。

　①W至SC一欝（実施譲X÷i隼鴛月，X÷2年

　　　i月／二F工Qi艇，v王Q髄，P茎Q難至
　②S一醸縫会生活能力検査（実施嚢X÷2年i鋤：

　　　社会生活指数（S　Q〉72，桂会鑑活隼齢（S　A〉

　　　6歳珪ケ月
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麗．考察

遷．事例の考察

　ここでは，嚢疑指導における筆者の取箸緩みがW男

やM舅にどのような効果をもたらしたかを心遜穣査，

懸鍵学習，義子面接から検討する。

《．事例轡舅について

噌1心ヨ曝穣査から見た詳催i

　亙EPを作成する際に綾矯した検！査の結果とX十i

隼鴛月から翌隼墨月にかけて取った稜査結果を比較し

たところ，W男の学習の習得度は．ヒがっておらず，燧

欝指導で筆者の取毎纏みはW舅の習得度の改善に幾果

をもたらさすことはできなかったが，継鋳甦遷能力が

上昇した。一方，鶴舞的エネルギーが増撫し，集懸に

参撫しようとする積極性が育った。しかし，学校や家

庭での取箸緩みの成果はうかがい知れず，月2醤鎗分

～逢（）分の餐馨琴彗指導での取り緩みの効果の大きさは半彗断

できないと患われる。

2）蟹麟学習，親子面接から見た評極

　W男は，筆者の捲示を素直に聞き入れず，筆者がほ

めても，もっともらしいほめ言葉や大げさなほめ方を

すると疑った弩反発した毒する子どもだった。そうい

うW男の様子からは，鞍が様々なことに劣等感を感じ

ておむ，わずかに持ち奮わせている自爆も繊綴でとて

も傷つきやすいことが飼えた。筆者は，W男が楽しみ

ながらできる課題を提示し，W男と交渉しながら彼の

意見を取鯵入れていくことで課題を進めると，W男は

徐々に発言が増えて積極的にな諺，学習に隣する意欲

を高めることができたと思われる。また，W男をほめ

るポイントをたくさん設けてさ吟げなく頻繁にほめる

と，W男は懸れくさそうに笑って嬉しそうな表箔を見

せるようにな弩，ほめることはW男の傷ついた露尊老・

を癒し，励ますのに役立ったと患われる。

　トレーニングルームでのW男は，暴議を畦いたり離

臆したむすることは穏変わらずだったが，離籍しても

魔に戻るようにな陰，簿よりも学習への意欲が鐵たこ

とが大きな変髭である。学校でのW男の練子も学年が

変わると大きく変免したが，それにはW男を遷解して

くれる握任教諭に変わったことが大きく影響している

と考えられる。

露．事擁編男について

貸心珪験査から見た評徳

　鰹幾指導では，躍舅が準つくり議す機会を与えたが，

知識量や語彙量は増撫したものの文章表現力は育って

おらず，M男の欝己表現力を紳ばすことにつなげるこ

とはできなかったと思われる。また，M男が自分を振

静）返らせる機会を毎麟設けたこととM男の自己統凝力

の成長との関連，達成感を高める取檸緩みと糟糠的エ

ネルギーの増撫との関連は，M男の発達・成長を表す

ものなのか，学校や家麗での関わむが鶴果をもたらし
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たものなのか，響籔することはできないと思われる。

2〉麟甥学習，親子面接から見た評儘

　厳男は，筆者の予想に反して苦手課題の克綴が難航

し，得意な課題やできそうな課題に対しては積極麟に

取諺緩んだが，そうでないものには矩善誘で，磨突に

全く麹のことをやろうと言い鐵した吟灘に賑そうにし

た除することが多かった。醜男は，大襲さのなかに鐵

綴さ；が構え，自尊心の極蜷に高いところと低いところ

を欝せもつているコ蚕盤iがあった。筆者は当溺の§標

を変更し，M男の意欲を取箸戻すために，簾男が得意

な課題や好きな活動に取除緩ませたところ，少しずつ

積極的な言動が増えていき，関わ琴の終わ弩の壌には

玉蓬男爵書苦手なことにも取警緩もうとする態壌：治雪見られ

るようになった。

　ほめられると素直に喜ぶM男は，筆者が心から感激

していることを表すように表現登かなほめ方をすると，

喜びが増すようだった。飽者からの評懸という点では，

終了時に筆者が凝男を評慰することが有鶴で，それに

よってM男が自分自身を振諺返るような言葉が麹かれ

るようになった。つま鞍，ほめるときの書葉や表椿よ

りも，スタンプという目に見える形で評癒したことが

効果的だったといえる。

2．しζ転AP舞P晃の自尊心について
　自尊心とは，自分欝身を無意識のうちに重要なもの，

大事に擾われるべきものとする内的な感覚であ弩，そ

れは長い年月をかけてゆっくりと築かれる。しかも，

環境炉変わ吟，人聞縫係が変われば，それにつれて生

涯変免し続けるものである。

　W男や醜男は，小学校入学を境に開題行動を起こす

ようにな弩，学習嚢での難題点が目立つようになった

が，そもそも，L亙），A至）｝狂）をもつ子どもたちの障

害は，小学校に入学後に響窮することが多い。小学校

に入ることは新たな教育環境と大腸麗係のなかに身を

おくことであ弩，LDやAD翼亙）の子どもたちの緯書

の多くは，そうした学校生活において，集懸での学習

に｛繋れることや様々な規難に従うことが求められる状

溌に直聾したときに，問題として義や教睡の醤に留ま

吟，明らかになる。こうして蘇蜜が明らかになった彼

らの§導心は，度重なる闘違いや矢数の経験のために，

すつか琴傷ついてしまっているといえる。

　Ba簸δ蟹a（欝g5／は，露尊心と裳己概念の形成には

深い経連があ諺，好ましい自己概念の育成には学響に

おいてたくさんの成功体験を積むことや達絞感を感じ

る体験を重ねることが重要だという。魑霧的なかかわ

りのなかで，筆者はW男や凝舅が達成できる課題に数

多く取鞍纏ませると，新たな課題への意欲を鱗き墨す

ことができた。LPやAD翼五）をもつ子どもたちが達

成できる課題を設定し，欝己劫力感を感じる体験を積

ませることによって，学習における綾らの不安を軽減
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し，より高い目標へと海かう強い心を育むとができる

と悪、われる。

　繭韓§92／は．この自尊心を購蔑するものに，慕看毯

の比較による震栄心や，難己の遍去と現在の比較によ

る自負心を挙げてお辱，特に自他の比較による虚栄心

の比重が高いという。懇鶏的な欝わ舞をもつことは，

雍己の遺去と現在の娩較によって得られる自負心に饑

きか診ることができたという点で，良尊1毛・の謡復を馨

るのに；葎効だったと患われる。

3．し藍），A縫9縫晃にとってのギほめる窪こと

　について

　「ほめる斐という行為は，「ほめる」ものの懸達観と

いうフィルターを通して飽者に評懸を与える行動であ

り，自己概念の形成に灘保するものである。

　コフートの自己心建学では，轟己概念を喚起するた

めには，効力感の体験が重要だという。コフート蒼い

う麟力感の体験とは，自己は．自己対象に効果を及ぼ

すことのできる発動著であるという体験である。

（Wol｛，欝881。W男や騒舅と筆者の関係が深まるに

つれて，筆者によってほめられたことは，筆者という

蝉象の反感を引き起こしたことにな鯵，ほめられたこ

とは効力感の体験となる。W男は，筆者のほめ方やほ

め言葉によって，最構は疑った葦）反発した脅したが，

徐々にはにかんだむ素直に喜んだりする表構を見せた。

効力感の体験をするには，ほめる者とほめられる者の

瞬に信頼関係を築くことが最も重要だと言える。また，

具体的な警標とわかりやすい詳簸（具体的な行動をそ

の場でほめることやスタンプやシール等を捜って評慰

したこと〉によって，戦略としてほめる瞬数を増やし

た陰，伝わ辱やすくした移することは，特にL至）やA

至難頁）の子どもたちが麟力感の誌験をするのに有鶴で

あると．意われる。

　筆者はLD，AD疑登の子ども達にとってほめるこ

とは特に重要なことであ吟，ほめることは自尊心を高

めることに非常に役立つと考える。ただし，「ほめる」

ことは，言葉や表構だけでなく様々な形をとって表現

されるものであむ，ときにはそれらを養い分けること

が，霞尊・むの海上を麟るうえで効果を表すといえる。

また本覇究では，筆者から見た本人の評懸を行っただ

けでなく，水入が霞己評癒することを緩み合わせるこ

とで，よ鞍効果的に自尊’むの1薄上を図ることができた。

　ほめることは評簸することであるが，ほめる灘とし

ての基本姿勢に，子どもたちのあるがままを認め，そ

の子にとっての良い所を見つけよとする態度が，基本

的な信頼罷係をつく善鐵すことを忘れてはいけない。

L　DやA　O銭Pをもつ子どもたちの学業における不安

を軽減し，よ1ラ高い醤擦へ陶かおうとする心を育むに

は，達成感を感じる体験を重ねることが重要である。

第二に，魑幾的な溺わ弩を持つことは，遺去の露分と

現在の自分を覚較することで得られ．る自負・むに鐵多きか

けることができたという点で麿劾だった。第三に，

rほめる」ことは，ほめられる考にとって幾力感の体

験とな辱，鱈顛覆係の圭1に蔑む立つものである。第1遷

に，ほめることを含めた地者評簸だけでなく，本人が

自己評慰することを緩み合わせることで，低事した自

己評癒を効果約に引き圭1げることができる。

　纒霧学習での翼わ瞬こおいては，子どもたちの自尊

心の変化を§にすることができたと思われるが，今後，

家庭や学校などへと一般化していくには，幾や学校の

教練らと連携した取吟緩みが重要である。そのために

は，よ吟具体的で実践的な籏甥教育講露炉つくられる

必要讐iがある。なお，本礒究ではできなかったが，玉

露碧の中に自尊心尺度を導入し，霞尊心の購造と程度

を客観免する必要があろう。
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資料：事鱗麟の1蒙診

現在の状態像，窮状

韓　行動統鱗の障害

　多勧，活動盤の亢進：授業中に抜け鐵すことが多い。

活発すぎて集懸行動で一人勝手な行動をする。

　淺意集串璽難，転導牲の亢進1特に集懸場懸で濫愈

炉それやすく，集中できず飽きっぽい。現員の片づけ

オ婁できない。

　姿勢保持不能：正座の姿勢等を長い蒔購保てず，そ

わそわしゃすい。

　衝動的行動：自転車に乗っていてよく車にぶっか諺

そうになる。小さい蟹よくけがをしていた。

　露執的行動1自分が興味をもったゲームなどには異

常なほど羅執する。

　攻撃的行嚢：纏児に暴力を振った辱暴言を暖いた脅

する。勃に八つ当た辱する。締や学校の綴友との纏嘩

炉多塾。

翰／　学習遍程と認知の嚢塗害

　擁男書の場合は，簿麟レベルは標準だが，多動姓が

ある（と思われる〉ために，記憶力が低下した鯵．講

理的に考える力が鯵びにくかったむしていると患われ

る。一月見ての覆感離舞藪や，分析能力などは優れた

ものを持って興る。ただ．上誕の遷蜜によ毒，学習が

議鞍立ちにくくなってお鯵，構結露の翼題のせいか，

臼己表現炉揮えられている様子奮うかがわれる。また，

場面の理解が鶴確になされず，常識的，縫会的甥籔が

手分ではな塾様子がある。

　①　読みの緯書（議字瞳害〉

　字は読めていても集中力が不十分で，記憶麟で弱い

ところがあるので，議iんだ内容を覚えておいて緩み立

てる操作がうまくいかないかもしれない。そのため，

字を追うだけで，意殊が通じない読み方になってしま

う。

　②書きの瞳害（書字障害／

　全体の形を縫えるのは鷺較的得意だか，絞辱立ちや

つく琴に注意が払われにくいため，記号としての理解

になってしまう。そのため，下記瀬炉震れた吟，議み

方奮いくつもあることが運解されにくかった脅すると

患われる。

　③算数葎害
　直観力蓬ま響くので，単縫な操｛乍の馨無題は養蚕とな1くで

きることもあるが，意味遅解が麟確になされているか

どうかはやや不安が残る。

　④話し言葉の障害倭語弊害〉

　葬言語姓の学習覆審である。擾露が苦手で，時潮の

認知や身体像の認知の障害が見られる。

嚇　感精（精緒1の障害

　感嬉（鷺緒〉がまだ未発達で不安定であ瞬，感椿の

起伏炉大きい。我穫することができず，自分思うよう

2態暮2一§

にならないとノ薄ニッタを趨こす。

紛　対人幾係（娃会姓／の経書

　勉甕との協調盤にかけ，対人離に瓢立しゃすい。集

懸内の焼津や校舞欝こ縫うことや約束事を守ることかで

きず，また，その意練を理解しにくい。

紛　運動機縫の覆審

　運嚢全般でぎごちなく，体膏や器械体操や球技奮特

に苦手である⑫手先の連動が不器繕で，工｛乍などが苦

手である。産立不動の姿勢を保つこと炉できず，だら

だらしているという印象を与えることが多い。

瞬　二次麟な横綴の縫害

　指しゃぶ吟の癖や瞬欝チックが見られる。また，夜

緩がある。

今後の捲導，治擦教育の方舞

緯　治療教官のための環境の整備について

　学習縫害驚を治療教蕎する壕舎，できるだけ，マン

ツーマンの麟雛揚導の時溝を多くすることが大饗であ

る。もし，逓殺生のLD晃のための学級競な塾場合，

普遍学綴の握任教編が鰯饗麹な治療教育の時懸をもつ

ことが望まれる。その場合，韓激の少ない環境，一定

の生活リズムのなかで，スモールステップで行うこと

が効果的である。最も大窮なのは，子どもに合った課

題の設定で，プログラム学習的なものや，それについ

てのトークンシステムも有効である。

鱒　実擦の治療教育方法について

　①義字瞳害
　醜男書の興練を撰くものを題耕にしな炉ら，文節，

文，段落の顯に選解できるようにし，段繕的に進めて

いくことが望ましい。耳に入舞にくいところがあるの

で，できるだけ畜譲iを繰琴返すとよい。

　②書字障害
　表などの視覚的な華彗激をできるだけ使い，纈かいと

ころを注意深く観察して書く習鐵を身に付けさせる。

感じは，議弩立ちと意陳を礫解させながら覚えさせて

いくとよレ㌔

　③算数覆審
　イメージしゃすいように視覚麟麟激をできるだけ使些

い，纒や表に書鯵た辱具体麹を操作した毒しながら学

習させるとよい。

　④　露己表現

　察分の患うように讐葉を操ることができていないよ

うに思われるので，本人がゆつく琴瑟せるように受容

麟な場を設定し，自己表現を促すとともに，フラスト

レーション場面での対感の仕方をよ辱具体的に獲得で

きる場毒害必要と患われる。


